
安
倍
首
相
の
唱
え
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
ボ

ロ
が
出
始
め
ま
し
た
。
経
済
が
成
長
す
れ
ば
、

や
が
て
賃
金
が
上
が
り
雇
用
も
改
善
す
る
と

い
う
の
は
虚
構
で
し
た
。
賃
金
は
上
が
ら
ず

実
質
賃
金
は
６
月
に
は
マ
イ
ナ
ス
３
・
８
％
、

14
ヵ
月
連
続
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
雇
用
で
は
、
非
正
規
雇
用
労
働
者

が
38
万
人
と
僅
か
に
増
え
ま
し
た
が
、
正
規

労
働
者
は
逆
に
４
万
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

低
賃
金
で
働
く
不
安
定
雇
用
労
働
者
が

増
え
た
だ
け
で
す
。

他
方
、
大
企
業
は
内
部
留
保
を
た
め
込

み
、
大
手
輸
出
製
造
企
業
は
円
安
差
益
と

消
費
税
還
付
金
で
大
儲
け
で
す
。

消
費
税
は
大
手
輸
出
大
企
業
に
は
「濡

れ
手
に
粟
」
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

輸
出
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
消
費
税
が
還
付
さ

れ
、
そ
の
額
は
主
要
20
社
だ
け
で
も
１
兆
円

に
上
っ
て
い
ま
す
（
図
表
参
照
）
。
ま
た
、
大

企
業
に
は
様
々
な
名
目
の
内
部
留
保
が
あ

り
ま
す
。
２
０
１
３
年
３
月
期
の
日
本
企
業

の
内
部
留
保
は
３
０
４
兆
円
と
、
過
去
最
高

と
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
の
純
利
益
か
ら
、
税

金
、
配
当
金
、
役
員
賞
与
な
ど
を
差
し
引

い
た
残
り
を
「利
益
剰
余
金
」や
「引
当
金
」

「
資
本
剰
余
金
」
な
ど
の
名
目
で
た
め
込
ん

だ
資
産
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
内
部
留
保
は

労
働
者
へ
の
雇
用
や
、
賃
上
げ
に
は
回
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
経
団
連
が
音
頭
を
と
り
、
５
年

間
凍
結
し
て
い
た
自
民
党
へ
の
「企
業
献
金
」

の
原
資
と
も
な
り
ま
す
。

安
倍
内
閣
の
支
持
率
は
過
半
数
を
割

り
込
み
始
め
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
を
海
外
で

戦
争
が
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
原
発
輸

出
と
再
稼
働
を
急
ぐ
安
倍
内
閣
。
庶
民
に

は
社
会
保
障
費
削
減
と
消
費
税
再
増
税

の
ム
チ
、
財
界
と
金
持
ち
優
遇
の
安
倍
内

閣
は
力
を
合
わ
せ
て
打
倒
す
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
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財
源
は
大
企
業
・
財
界
か
ら
取
れ
！

安
倍
内
閣
は
今
年
４
月
に
消
費
税
を
８
％
へ
増
税
、
さ
ら
に
来
年
10
月
に
は

10
％
へ
の
増
税
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
国
内
総
生

産
（Ｇ
Ｄ
Ｐ
）が
約
５
年
ぶ
り
の
水
準
に
落
ち
込
み
、
円
安
も
加
わ
っ
て
国
内
需

要
と
消
費
が
落
ち
込
み
ま
し
た
。
安
倍
内
閣
の
も
と
、
貧
困
と
格
差
が
拡
大

す
る
な
か
、
社
会
保
障
関
係
費
を
削
減
、
そ
の
上
に
生
活
を
直
撃
す
る
消
費

税
10
％
の
再
増
税
に
断
固
反
対
し
ま
し
ょ
う
。

虚
構
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

雇
用
も
賃
金
も
ダ
ウ
ン

円
安
・
消
費
税
で
優
遇

濡
れ
手
に
粟
の
大
企
業

安
倍
内
閣
の
行
先
は

貧
困
と
戦
争
の
道



つ
い
１
カ
月
と
少
し
前
、
安
倍
首
相
は
臨

時
国
会
冒
頭
の
所
信
表
明
演
説
で
、
「
女
性

が
輝
く
社
会
」
を
目
玉
政
策
に
掲
げ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
女
活
躍
推
進
法
案
に
具
体
化
さ
れ
、

臨
時
国
会
で
は
地
方
創
生
基
本
法
案
と
労

働
者
派
遣
法
改
定
案
と
と
も
に
、
他
に
優
先

し
て
成
立
さ
せ
た
い
重
要
法
案
に
数
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
３
法

案
は
安
倍
政
権
の
生
命
維
持
装
置
で
あ
る

「
経
済
再
生
」
に
活
を
入
れ
る
「
成
長
戦
略
」

実
行
の
キ
ー
法
案
で
あ
る
か
ら
で
す
。
つ
ま

り
、
安
倍
政
権
の
浮
沈
は
こ
の
「
成
長
戦
略
」

の
成
否
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

く
だ
ん
の
女
性
活
躍
推
進
法
案
は
、
「
２

０
２
０
年
ま
で
に
女
性
管
理
職
を
３
割
に
す

る
」
と
い
う
首
相
の
号
令
の
も
と
、
①
企
業
の

女
性
活
躍
の
取
組
み
、
女
性
の
待
遇
改
善
、

企
業
に
よ
る
仕
事
と
家
庭
の
両
立
な
ど
女
性

の
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、
②
待
機
児
童

解
消
、
子
育
て
支
援
制
度
、
妊
娠
か
ら
出
産

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
な
ど
、
女
性
が
働

け
る
環
境
整
備
の
２
つ
が
柱
で
す
。
一
見
、
至

れ
り
尽
く
せ
り
の
プ
ラ
ン
で
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
実
は
地
方
創
生
と
一
体

で
す
。
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
続
け
て
い

る
な
か
で
、
女
性
は
新
た
な
成
長
を
目
指
す

「
日
本
再
興
戦
略
」
の
「
最
大
の
潜
在
力
」
と

み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
が
昨
年
６

月
に
策
定
し
た
「
日
本
再
興
戦
略
」
は
、
「
２

０
２
０
年
に
25
～
44
歳
の
女
性
就
業
率
を
73

％
に
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
た
。
「
２

０
２
０
年
ま
で
に
女
性
管
理
者
３
割
」
と
い
う

目
標
は
、
そ
の
他
大
勢
の
女
性
を
動
員
す
る

た
め
の
見
せ
球
な
の
で
す
。

女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

「
妊
娠
解
雇
」
や
「
出
産
解
雇
」
な
ど
マ
タ
ハ
ラ

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
動

機
が
「
日
本
再
興
」
の
た
め
と
あ
っ
て
不
純
で

す
。
女
性
の
人
権
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
男
女
共
同

参
画
の
基
本
理
念
の
確
認
を
抜
き
に
、
女
性

を
マ
ス
と
し
て
の
労
働
力
人
口
と
し
て
動
員

す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
か
ら
で
す
。

ち
な
み
に
２
０
１
３
年
の
民
間
平
均
給
与

は
４
１
４
万
円
。
と
こ
ろ
が
、
男
性
平
均
５
１

４
万
円
に
対
し
て
、
女
性
は
２
７
２
万
円
と

男
性
の
約
半
額
で
す
。
働
く
女
性
１
８
９
２

万
人
の
多
く
が
非
正
規
で
、
そ
の
平
均
賃
金

は
１
６
８
万
円
と
超
低
額
。
そ
の
年
の
女
性

就
業
率
は
69
・
５
％
、
そ
れ
を
２
０
２
０
年
に

73
％
に
上
げ
る
の
は
了
と
し
て
も
、
性
別
待

遇
格
差
の
解
消
は
も
と
よ
り
、
低
賃
金
の
構

造
的
温
床
と
な
っ
て
い
る
非
正
規
労
働
の
抜

本
的
見
直
し
が
切
望
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
政
府
は
労
働
者
派
遣
法
を
改

悪
し
、
非
正
規
の
制
度
的
固
定
化
と
量
的
拡

大
に
進
み
、
女
性
が
輝
く
社
会
の
欺
瞞
を
見

せ
つ
け
て
い
ま
す
。

◇

◇

◇

◇

女
性
が
輝
く
社
会
は
、
男
性
が
企
業
の

前
に
鬱
屈
し
、
く
す
ぶ
る
社
会
を
返
上
し
、

非
正
規
労
働
廃
止
な
ど
労
働
者
と
し
て
男

女
共
同
の
た
た
か
い
の
発
展
に
よ
っ
て
の
み
開

け
ま
す
。
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安倍内閣の 女性が輝く社会 のまやかし

成
長
実
現
の
た
め
、
企
業
の
た
め
、
政
権
維
持
の
た
め

女
性
閣
僚
２
人
が
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
、

第
２
次
安
倍
改
造
内
閣
の
看
板
「
女
性
が

輝
く
社
会
」
が
一
気
に
色
褪
せ
ま
し
た
。

２
閣
僚
を
見
舞
っ
た｢

政
治
と
カ
ネ｣

は
、

他
の
閣
僚
と
野
党
幹
部
に
飛
び
火
し
、
国

民
の
政
治
に
対
す
る
嫌
悪
感
を
増
幅
し
、

安
倍
政
権
よ
り
ア
ブ
ナ
イ
本
格
改
憲
政
治

を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
ム
ー
ド
づ

く
り
ば
か
り
で
国
民
生
活
と
遊
離
し
た
安

倍
空
洞
政
権
を
打
倒
し
、
政
治
を
憲
政
の

本
道
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
は

ア
ベ
成
長
戦
略
の
道
具

最
大
の
潜
在
的
労
働
力

派
遣
法
改
悪
を
や
め
ろ
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